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言
日
＄
○
日
房
ｍ
ｇ
ｇ
目
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ミ
ル
ト
ン

に
一
八
一
五
年
に
生
ま
れ
、
一
八
三
六
年
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
一
八
四
一
年
よ
り
五
年
間
、
ア
ジ
ア

諸
国
で
伝
道
後
、
一
八
四
六
年
に
帰
米
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
眼

科
医
と
し
て
十
三
年
間
開
業
を
行
っ
た
後
、
一
八
五
九
年
十
月

二
十
八
日
に
来
日
し
、
三
十
三
年
間
を
日
本
で
過
ご
し
た
。
一

八
七
六
年
に
は
横
浜
の
山
手
で
開
業
、
当
時
の
歌
舞
伎
の
人
気

女
形
で
あ
っ
た
三
代
目
沢
村
田
之
助
の
脱
疽
の
足
を
切
断
手
術

し
た
。
ま
た
当
時
の
目
薬
、
精
綺
水
の
調
合
と
し
て
も
有
名
で

あ
る
。
し
か
し
彼
の
最
も
著
名
な
業
績
は
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字

を
編
み
出
し
、
一
八
六
六
年
に
は
「
和
英
語
林
集
成
」
を
岸
田

吟
香
と
共
に
出
版
し
た
。
一
八
七
四
年
に
は
ヘ
ボ
ン
施
療
所
に

24

本
邦
に
お
い
て
へ
ボ
ン
が
用
い
た
教
科
書

『
衛
生
・
生
理
学
』
書
に
つ
い
て

島
田
和
幸

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

神
経
病
学
講
座
歯
科
応
用
解
剖
学
分
野

横
浜
第
一
長
老
公
会
（
現
在
の
横
浜
指
路
協
会
）
を
設
立
し
、

一
八
八
○
年
横
浜
の
へ
ボ
ン
塾
を
東
京
に
移
転
し
、
築
地
に
一

致
英
和
学
校
を
設
立
し
た
。
現
在
の
明
治
学
院
大
学
の
前
身
で

あ
る
。
一
八
八
九
年
に
は
初
代
総
理
に
推
薦
さ
れ
、
衛
生
・
生

理
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
衛
生
・
生
理
学
の
講
義
の
際
に
使
用
し
た
教
科
書
に
つ

い
て
は
大
滝
に
よ
る
報
告
が
あ
る
が
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
、
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
に

照
会
し
て
み
た
と
こ
ろ
大
滝
氏
が
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
た

原
典
と
共
に
、
さ
ら
な
る
一
冊
の
言
を
教
科
書
と
し
て
使
用
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
冊
は
大
滝
氏
が
既
に
紹
介
し
て

い
る
書
で
『
西
垣
四
①
巨
言
勺
壹
冨
冒
さ
頤
鴛
乏
一
号
砦
①
。
巨
局
興
国
‐

①
己
の
①
８
号
⑦
巨
⑰
①
ｇ
ン
言
○
彦
○
胃
口
民
ヨ
宍
⑳
餌
一
己
ｚ
冑
、
２
月
の
」
で

原
著
者
は
旨
里
ロ
○
『
ョ
四
三
聾
閉
庁
で
ン
．
切
国
冑
冒
＄
陣

９
日
冒
昌
．
一
八
八
四
年
出
版
で
あ
る
。
も
う
一
冊
の
書
は
］
．
○

９
月
同
著
の
『
９
日
口
吊
扁
国
く
の
ン
巨
胃
。
日
富
里
冨
巨
。
喝
ゞ
“
且

函
］
四
ｇ
①
」
で
出
版
は
〕
・
国
匡
冒
冒
８
茸
○
○
ョ
冒
昌
か
ら
出
版

さ
れ
た
］
．
。
．
○
匡
言
旬
著
で
お
そ
ら
く
一
八
八
四
年
か
ら
一
八
八

八
年
度
出
版
の
書
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
こ
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の
両
著
書
に
つ
い
て
内
容
紹
介
す
る
。

吉
里
ロ
日
日
目
聾
⑦
色
①
の
書
は
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
縦
×
横
は

一
九
○
×
一
三
○
叫
総
二
七
六
ペ
ー
ジ
よ
り
な
っ
て
い
て
、

内
容
は
ま
ず
冒
弓
呂
匡
ｇ
ｏ
己
に
始
ま
り
Ｉ
～
Ｘ
の
草
項
目
、
骨
、

筋
、
皮
膚
、
呼
吸
と
発
生
、
循
環
系
、
消
化
と
食
物
、
神
経
系
、

感
覚
器
系
（
蝕
覚
、
味
覚
、
臭
覚
、
温
度
覚
、
視
覚
）
、
そ
し
て

第
Ⅸ
章
で
は
総
合
結
論
、
Ｘ
章
に
は
病
気
や
毒
物
、
自
習
勉
強

の
た
め
の
項
目
、
単
語
、
用
語
説
明
、
そ
し
て
最
後
は
索
引
が
記

か
け

さ
れ
て
い
る
。
各
項
目
の
章
の
前
に
は
四
四
烏
９
画
ａ

ン
国
里
冨
厨
：
と
し
て
そ
の
章
の
ま
と
め
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

図
は
総
計
六
七
図
で
あ
る
。
ま
ず
解
剖
学
的
な
説
明
に
始
ま
り
、

次
に
生
理
・
機
能
的
な
作
用
が
記
述
さ
れ
、
今
日
の
我
々
が
思

っ
て
い
る
よ
う
な
衛
生
学
よ
り
も
生
理
学
的
な
記
載
の
内
容
で

あ
る
。
も
う
一
冊
の
書
は
、
札
幌
農
学
校
の
外
国
人
教
師
で
あ

っ
た
○
匡
言
①
『
の
書
で
、
本
書
も
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
縦
×
横
は
一

九
五
×
一
三
○
ｍ
で
総
三
八
四
ペ
ー
ジ
よ
り
な
り
十
五
章
に
わ

け
ら
れ
て
い
る
。
一
章
は
概
論
、
二
章
は
構
造
、
三
章
は
皮
膚
、

四
章
は
筋
、
五
章
は
血
管
と
循
環
、
第
六
章
呼
吸
、
第
七
章
食

物
、
第
八
章
消
化
器
と
消
化
、
第
九
章
リ
ン
パ
、
脾
臓
、
泌
尿

器
、
第
十
章
栄
養
、
第
十
一
章
神
経
、
第
十
二
章
感
覚
器
、
第

十
三
章
喉
頭
と
声
、
第
十
四
章
運
動
器
系
、
第
十
五
章
病
気
や

緊
急
の
際
の
対
応
な
ど
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
今
回
は
大
滝
氏
の
報
告
の
原
典
を
「
白
全
通
信
」
一

九
八
○
年
二
月
一
日
第
百
三
十
四
号
で
あ
る
こ
と
を
調
べ
、
且

つ
『
明
治
学
院
百
年
史
資
料
集
（
第
一
集
二
昭
和
五
十
年
三
月

二
十
日
発
行
よ
り
旨
言
ｐ
旨
閂
の
書
も
ヘ
ボ
ン
に
よ
り
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
こ
こ
に
両
著
書
の
記
載
内
容
を

報
告
す
る
。


